
 

 

〔流域下水道事業の部〕 

 

Ⅰ 令和８年度当初予算の概要 

 

 この事業は、公共用水域の水質を保全し、県民の生活環境を守るため、県が設置・管理す

る流域下水道で、幹線管渠と水質浄化センターの基幹施設で構成され、利根川上流流域下水

道２処理区及び東毛流域下水道４処理区の計２流域６処理区 19 市町村で事業をしています。 

 ６処理区は、沼田市及びみなかみ町を区域とする奥利根処理区、前橋市、高崎市、渋川市、

藤岡市、富岡市、安中市、榛東村、吉岡町、甘楽町及び玉村町の 10 市町村を区域とする県

央処理区、桐生市及びみどり市を区域とする桐生処理区、太田市、千代田町、大泉町及び邑

楽町の４市町を区域とする西邑楽処理区、太田市を区域とする新田処理区、伊勢崎市及び太

田市を区域とする佐波処理区で構成しています。 

予算の概要は、次のとおりです。 

 

 １ 業務の予定量 

  （１）流域関連市町村数及び処理水量 

流域関連市町村数   11市 7 町 1 村 

年 間 総 処 理 水 量   75,635,016㎥ 

１日平均処理水量      207,219㎥ 

   （２）主要な建設改良事業                                                 

イ 社会資本総合整備事業  5,336,460千円                   

                  ロ 単独流域下水道建設事業   152,600千円 

 

 ２ 収入及び支出 
                                    （単位 千円） 

収
益
的
収
入
・
支
出 

収 入 支 出 

科 目 予算額 科 目 予算額 

流域下水道事業収益 10,904,253 流域下水道事業費用 11,220,669 

営 業 収 益 4,886,685 営 業 費 用 10,979,308 

営 業 外 収 益 6,017,568 営 業 外 費 用 241,361 

 

資
本
的
収
入
・
支
出 

収 入 支 出 

科 目 予算額 科 目 予算額 

流域下水道事業資本的収入 5,847,060 流域下水道事業資本的支出 6,765,791 

企 業 債 1,786,000 建 設 改 良 費 5,489,060 

国 庫 補 助 金 2,755,300 企 業 債 償 還 金 1,276,731 

他 会 計 出 資 金 23,810   

工 事 費 負 担 金 1,281,950   
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Ⅱ  令和７年度下半期の業務状況 

〈１〉業務の状況 

（１） 営業 

この事業は、流域下水道事業を行うもので、奥利根処理区、県央処理区、桐生処理区、西邑

楽処理区、新田処理区及び佐波処理区の合わせて６処理区を運営しています。 

  当期における処理水量実績は、次のとおりです。 

 名 称 
実 績 前年同期比 

Ｂ/Ａ×100 令和６年度下半期(Ａ) 令和７年度下半期(Ｂ) 

奥利根処理区 1,962,983㎥ 2,033,645㎥ 103.6% 

県央処理区 26,748,371㎥ 25,491,155㎥ 95.3% 

桐生処理区 3,104,084㎥ 2,905,939㎥ 93.6% 

西邑楽処理区 1,846,586㎥ 1,709,746㎥ 92.6% 

新田処理区 1,138,687㎥ 1,007,214㎥ 88.5% 

佐波処理区 1,241,220㎥ 1,236,868㎥ 99.6% 

 合 計 36,041,931㎥ 34,384,567㎥ 95.4% 

（２） 建設 

各処理区では、ストックマネジメント計画に基づく更新施設の設計業務委託及び工事を進め

るとともに、新設施設としては、伊勢崎幹線の管渠築造工事等を進めています。 

〈２〉経理の状況 

当期における各会計の経理の状況は、次のとおりです。 
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